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平成19年3月末日，吉家j青次経済学部教授は古稀の定年を迎えられ，
実に39年間もの長きに亙って勤められた専修大学を退職されることに
なりました。
古家教授は，高崎市立大学経済学部で3年間の教鞭を執られた後，
昭和43年4月に専任講師として本学に赴任されました。この時代は，
商経学部の経済学部への改組(昭和38年)等を経て，経済学・法学・
経営学・商学・文学の5学部から成る教学組織の骨格がほぼ固まり，
本学が未来に向けて大きく飛躍しようとする時代でした。
吉家教授は，赴任当初は主に「経済学」と「現代経済論jを担当さ
れ，その後，昭和45年4月に助教授，同51年4月に教授に昇格される
と「経済学概論j，r経済政策論j，r寡占経済論」及び「比較経済体
制論」など，経済学の基礎理論から実証分析に至るまでの，極めて幅
広い講義科目を併せて担当されました。いずれの講義においても，そ
の真塾で落ち着いた語り口は，一部・二部経済学部の多くの学生に深
い感銘を与えて来られました。また，大学院経済学研究科では，修士
課程で「経済政策特論講義・演習」及び「研究論文指導j，博士後期
課程で「経済政策特殊研究講義・演習」を担当され，外国人留学生を
含む多数の院生を親身に指導し 世に送り出されました。吉家教授が
手塩にかけて育てられた， 400名を優に超えるゼミ生は，教師として
の「宝物」になっているに違いありません。
他方，学内の役職としては，就職指導委員会委員長を始め，入学試
験委員会，教養課程委員会，体育部委員会，学生部，二部教務委員会
及び二部改革実施委員会等で委員を歴任され とりわけ二部教育の改
革・充実に大きな功績を残されました。
吉家教授は，平成19年l月15日に生田校舎114号教室で行なわれた
最終講義「比較経済(学)研究の軌跡」において 明治大学の学生時
代に，旧ソヴイエト連邦科学院経済学研究所が刊行した『経済学教科
書j(合同新書)に刺激を受け，またそれと格闘しながら，本学経済
学部を退職された平瀬巳之吉教授の門下生として，主たる研究対象を
政治学から経済学に移行させた と語られています。当時の日本のア
カデミズムの多くがそうであったように，吉家教授もまた，マルクス
主義から出発されました口ただし，吉家教授は教条主義が大勢を占め
る当時の思想情況には批判的で 「カリカチュア」から「オリジナ
ルJへと向かわれたように思います。その成果は，望月清司元専修大
学長等と共同で刊行された『コメンタール 経済学批判要綱j(日本
評論社)に見て取ることができます。
その後の吉家教授は， K.マルクスと思想的な対話を行ないつつも，
社会主義を資本主義との相対・比較の中で問い直そうという， I比較
経済・社会体制論」の方向に急速に向かわれたように思います。吉家
教授は，経済体制は社会によって規定され，その社会は自然環境・生
態・文化等をも含めた風土によって規定されるのではないのか，と主
張されています。「政治・経済」から出発し，様々な回廊を経て， I風
土・人間jに辿り着く一一，私は，吉家教授の教えの中に， I社会に
埋め込まれた経済」あるいは「人間のための経済Jという， K.ポラ
ンニーの思想、に通底するものを読み取りました。
本学を退職された後も，ますますご自愛され，硯滴日々に新たなら
んことを祈念致します。ここに， r専修経済学論集』の一篇を退職記
念号に充て，経済学部同僚一同の心からの謝意を込めて，吉家清次教
授に呈上致します。
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